
「プレカット経営における
哲学と戦略」

2026年2月26日

テクノウッドワークス株式会社

代表取締役 早川孝男
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～自身の半生を交えて～
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◆講演（25分）： ：

１・海外経験

２・プレカット事業

３・今後の取り組み方針

◆質疑応答（5分）： ：
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20代でカナダ（バンクーバー）へ
・林業先進国で経営手腕を磨く（スプルースカスタムカット、直輸入）

１・海外経験



バンクーバー 伐採現場風景

伐採した原木の貯木場
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20代でカナダ（バンクーバー）へ
・林業先進国で経営手腕を磨く（スプルースカスタムカット、直輸入）

１・海外経験

カナダBC州 HoweSound
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20代でカナダ（バンクーバー）へ
・林業先進国で経営手腕を磨く（スプルースカスタムカット、直輸入）

１・海外経験

現地製材工場
ノースコーストティンバー
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■当時の書類（カットサマリー）
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■当時の書類（コストサマリー）
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20代でカナダ（バンクーバー）へ
・林業先進国で経営手腕を磨く（スプルースカスタムカット、直輸入）

１・海外経験
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20代でカナダ（バンクーバー）へ
・林業先進国で経営手腕を磨く（スプルースカスタムカット、直輸入）

１・海外経験



・賃加工、設備投資、人材投資
・鹿沼木工団地から鹿沼工業団地・真岡工業団地へ
・テクノONEの設立を経て安定供給を支える立場へ

早川第3ビル
早川第5ビル

２・プレカット事業 ①住宅業界の変化とプレカット事業のビジネスモデル

本社工場 真岡工場



早川第1ビル

栃木県宇都宮駅東口前

早川第3ビル
早川第5ビル

栃木県那須塩原市
12

・ウッドショック、輸入リスク

②流通リスクマネジメント２・プレカット事業



早川第3ビル
早川第5ビル

2009年8月22日（土） 林野庁工場視察

2009年8月22日（土）
木のまち・木のいえリレーフォーラム
（鹿沼市民文化センター）

2022年11月25日（金）
とちぎの林業・木材産業の戦略
（ホテル東日本）

2019年9月6日（金）
CLTフォーラム
（栃木県青年会館）
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2013年8月29日（木）
森林組合の日
（パルティセンター）

・大手ハウスメーカーへ国産材への仕様変更提案
・林野庁工場視察、各種フォーラムに参加

③国産材利用促進の働きかけ２・プレカット事業

※同時期、栃木県真岡
市に新たに、飯田グルー
プ様の国産材専門工場
を誘致しました。



早川第1ビル

栃木県宇都宮駅東口前

早川第3ビル
早川第5ビル

栃木県那須塩原市

各自治体との協定締結

イメージ

一般流通材によるトラス活用 木造高層ビル
14

・栃木県産材、SGEC森林認証材の利用促進
・中大規模、公共物件の木造化

３-1・今後の取り組み方針 国産材活用のための取り組み

認証材の利用促進

栃木県、鹿沼市などと連携し、
利用促進につとめていきます。

栃木県のスギ、ヒノキを構造材として
取り込み、活用していきます。

栃木県林業大学校

ゼネコン、設計事務所等と連携し
国産材およびSGEC認証材の活用

栃木県産材の利用促進



・国産材の課題とは？
・商業取引にもとづく長期計画的な安定供給

早川第1ビル 早川第5ビル

栃木県那須塩原市

≪ポイント≫

１・国産材の欠点・弱点とは？
→現在の流通構造は規模が分散、供給ロットが小さく、価格変動が大きい印象。

３-2・丸太生産事業の
課題と提案

川下の需要動向をふまえた川上・川中の連携強化
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２・安定的、長期的、計画的な丸太生産が必須。
→その際の連携には、単なる「協力」から

「契約にもとづいた継続的なビジネスパートナー」へ。

３・栃木材の強みを再確認する。
①品質の良さ、強度性能の高さ。
②首都圏に近い立地の優位性。



講演は以上となります。
ご清聴ありがとうございました。
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